
 

 

2024 年 8 月 9 日 

報道関係各位 

学校法人立命館 

学校法人今治明徳学園 FC 今治高等学校里山校 

＜配信枚数３枚＞ 

立命館大学などを運営する学校法人立命館（京都市中京区、理事長：森島朋三、以下立命館）と学校法人

今治明徳学園 FC 今治高等学校里山校（愛媛県今治市、学園長：岡田武史、以下 FC 今治高校里山校）は、

探究学習と大学の学びとの接続に関わる共同研究会設立に関する協定を締結いたしました。 

新しい高大接続と入試の在り方を考える共同研究会を立ち上げ、探究学習で芽生えた問題意識や課題解決

への意欲を、大学入試を経ても継続させ、卒業後は実際の社会活動にコミットしていくことを後押しする、新しい

高大連携プログラムの構築および入試企画の開発を目指します。 

 
【左から学校法人立命館伊坂副総長、学校法人立命館森島理事長、 

学校法人今治明徳学園岡田学園長、FC 今治高等学校里山校辻校長】 

■高大接続における構造上の課題 

社会環境が大きく変化する今、主体的に動き、イノベーションを起こすことのできる多様な人材が必要であると

されています。文部科学省もこの潮流を受け、小・中・高校教育における学習指導要領を改訂し、探究学習を導

入しました。探究的な思考力と横断的・総合的な学習能力の育成を目指し、学生の主体的な学びを促進する取

り組みが進んでいます。 

しかし、高校卒業後の学び、特に大学教育との接続は十分とは言えず、大学入試を経ても探究を継続しなが

ら適切な学部でより専門性を深め、社会で活躍するための基盤を身に着けることは未だ課題となっています。 

 

■共同研究会の設立背景と目的 

立命館は、2030 年へ向けた学園ビジョン「R2030」を掲げ、附属校と連携した一貫教育モデルの構築を推進

しています。附属校での学びと大学入学後の学びを接続し、学生の更なる成長を支援する取り組みを積極的に

進めています。また、2022 年度より、入学後の学びをより充実させる、AO 選抜への新しいチャレンジメソッド

「UNITE Program（※1）」を実施し、明確なモチベーションをもって学習し、さらなる成長を支援する取り組みを進

めています。 

学校法人立命館・FC 今治高等学校里山校 

「探究学習と大学の学びとの接続に関わる共同研究会」を設立 
大学の高度な専門性と EdTech 企業の最先端技術で、 

高校での探究学習を大学へつなぐ新たな高大連携プログラムを開発 



2024 年 4 月開校の FC 今治高校里山校は、「ヒストリック・キャプテンシップ」を持ったリーダーの育成を目指

しています。正解のない世界において、自らの信念に基づいて目標達成に邁進できる人材を育成するため、探

究学習をベースとした実学・実践的なカリキュラムを展開しています。 

今回、立命館と FC 今治高校里山校は共同研究会を設立し、探究学習と大学の学びの接続に関する研究を

進めます。相互の人的・知的資源を活かして連携を行うことにより、顕在化する社会課題、テーマに対して、探

究学習や大学側のコンテンツを組み合わせた新たな高大連携プログラムの開発およびプログラムと連動した入

試の開発を目指します。 

研究会は atama plus 株式会社（※2）、株式会社 Inspire High（※3）にも協力をいただき、多様な学習歴のマ

ーケットおよび探究学習の実態をしっかり把握、研究し、AI 教材を活用した「UNITE Program」も活用しながら入

試企画の開発を目指します。AI や学習データなどを活用した新しい学習スキームの開発に取り組むことで、社

会に新たな価値を創出してまいります。 

 

■連携内容について 

（１）探究学習で培った課題解決能力や主体性を十分に活かせる高大連携プログラム・プログラム連動入試企

画の開発 

探究による学びでは大きな問題意識を課題設定し、社会課題解決への使命感・モチベーション・意欲を醸成

しながら、課題を解決していくためにどのような学びを展開する必要があるのかを考えます。そして、大学・学部

の学びを理解し、学びに必要な基礎学力を身につけることができるような高大接続を検討します。16 学部 21 研

究科を持ち、入学者の 50%以上を近畿圏外から受け入れている立命館大学、実践や実学中心の新しい教育を

取り入れている FC 今治高校里山校、さらに、最先端のテクノロジーを駆使した AI 教材を開発する atama plus

株式会社、探究的な学びを促進し、新学習指導要領に基づいた探究プログラムを全国の小学校・中学校・高

等学校の授業に提供している株式会社 Inspire High のそれぞれの特徴や強みを活かし、高大連携プログラム

や入試企画を開発します。 

 
 

（２）研究内容社会的還元への協力 

探究学習をより発展させるような入試やプログラムを大学高校間で進められるような情報発信を行います。 

（３）相互の人材交流 

生徒・学生間交流、教員（コーチ）間交流、探究学習支援として大学院生、研究者を FC 今治高校里山校へ

派遣などを検討します。 

※現時点では予定であり、今後変更になる可能性もございます。 

 

■森島朋三 学校法人立命館 理事長 のコメント 

立命館大学は、R2030 中期計画において「次世代研究大学」を目指し、「イノベーション・創発性人材の育成」

を掲げています。社会環境の急速な変化に対応する中、学生には自ら問いを設定し、前例にとらわれない解決



策を具体的に立案・実行できる能力を育むことを目指しています。高大接続や大学入試においては常に先を

見据え、新しい教育モデルを検討してきました。近年では、教科学習を ICT などで効率的に行い、特色ある探

究活動に時間を割く高校が増えてきています。探究学習の経験を、大学生活においても継続し、社会活動にコ

ミットしていくためには、高校と大学における探究の学びが密接に連携するプログラムを構築することが重要に

なってきます。本研究会は、高校と大学の接続や入試のあり方を変え、教育の価値転換につながる可能性を秘

めています。今回の協定締結を契機に、FC 今治高校里山校様とともに、日本の教育と社会に新たな価値を提

供できるよう取り組んでまいります。 

 

■岡田武史 学校法人今治明徳学園 学園長のコメント 

FC 今治高校里山校を立ち上げたのは、社会が大きく変化する中で、これからの時代に必要な人材を育成し

たいという強い思いがあったからです。主体性を持って自ら考え、行動し、そして周囲の人々と協力できるような

「キャプテンシップ」を持った人材を育てるために、FC 今治高校里山校では必修科目数を最適化。生徒一人ひ

とりが自分の興味関心に基づいて好きなことに時間を使い、没頭して深く探究できるようなカリキュラムを用意し

ています。また、地域企業やゲスト講師との連携も積極的に行い、実践的な学びの機会も多く提供しています。 

卒業後、生徒たちが自分の可能性を最大限に活かせるよう、進路は個々に決めてもらいたいと考えています。

大学進学を希望する生徒もいるでしょう。その際、高校で培った探究心が大学でも評価され、さらに深められる

ような環境が重要だと考えています。今回の立命館大学様との連携により、高校での探究学習が大学でのより

深い学びへと切れ目なく繋がっていく、新たなアプローチを模索していきたいと思っています。そして、この取り

組みが、日本の教育のあり方を変える一石となることを願っています。 

 

（※1）「UNITE Program」 

UNITE Program とは、立命館が atama plus 株式会社との共同研究において開発した、志望する各学部(・学

科)での学びをより充実させるために特に重要な基礎学力を科目の単元レベルで設定し、AI を活用した学習教

材で修得すると AO 選抜の出願資格を得ることができるプログラム。学部によって要件は異なるが、高校等での

学習成績に関わらず、指定単元を学習し、修得することで、高い意欲やビジョンを持つ受験生が、過去の履修

科目や評定平均等に関わらず、平等にチャレンジできる機会を提供することを目的としている。 

 

（※2）atama plus 株式会社について 

所在地 ：東京都港区三田 1-4-1 住友不動産麻布十番ビル 3F 

設立 ：2017 年４月 

代表取締役 ：稲田 大輔 

事業内容 ：AI を活用した教育プロダクトの開発・提供 

URL ：https://corp.atama.plus/ 

 

（※3）株式会社 Inspire High について 

所在地 ：東京都千代田区平河町 2-5-3 

設立 ：2019 年 11 月 

代表取締役 ：杉浦 太一 

事業内容 ：EdTech プログラム「Inspire High（インスパイア・ハイ）」の開発・提供 

URL ：https://www.inspirehigh.com/ 

 

【本件に関するお問い合わせ先】   

■学校法人立命館 

広報課：勝屋 

TEL：075-813-8300 

mail：r-koho@st.ritsumei.ac.jp 

■FC 今治高等学校里山校 

広報担当：小林 

TEL：080-5668-2599 

mail：press@fcihs-satoyama.ed.jp 

 


